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カンボジアの女性政策
ーカンボジア自本友好学問におけるジェンダーの実惑とねじれー
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カンボ、ジア政府は、世界的な潮流であるジェンダー是正への動きを国策として進めるようになってきた。
本論では、政府が進める施策と地方における施策実践の現場の実態を観察することを、カンボジアの地方
都市における教育支援の立場から概観する。
カンボジアは20年余の内戦によって、知的財産の大半を失いその傷跡を国民自身が負うという経緯を有
し、国内に平和を現り廃してからの期間はわずか17::9三で、ある。
カンボジア女性省訪問による開き夜り探査は、 UNTACの支援を受け、ジェンダー是正の施策を展際の
途上で、女性省スタッフが、個人や家庭生活、地域、 l殿場などにおいて、施策の目標でもある理想と現実
のジェンダーの狭間で苦悩しつつ地道に活動しているさまを捉えるためで、ある。
ジェンダー是正策は囲内のすべての地域において実施されるべき施策であるところから、地方都市にお
ける教育の現場でいかにそれが行われ、施策が浸透しているのかということを捉えることは、カンボジア
の将来のあり方にも関わることである。そこで、「カンボジア教育支援ブロム佐賀jが支援している「カン
ボジア日本友好学園」という学校現場で、政府の「男女共同参画社会Jへの寂り組みに関する調査を実施
することとした。
本論では、女性省訪問鵠査と実態調査とによって、地方におけるジェンダーの実態、ジェンダー是
正の方向性を掌擬することができれば、地方に岩佐するカンボジアの人々のニーズや深刻な生活課題
が明確化し、施策による対応、が実効性のあるものになるということを検証していきたい。
I.はじめに
「カンボジア教育支援ブロム佐賀Jは1999年より、カンボジアの寒村1)ング村(プレイベン州)に学校を
1 NPOカンボジア教育文綬フロム佐賀
2 佐賀大学 文化教育学部健康スポーツ科学説1;'巨
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建設することにより教育支援を推進してきた。教育支援の指針の一つは、支援し建設する学校では生徒や
教師たち l人I人が尊重され、さらには性差を感じることのない学校運営がなされることであり、実際に
その具現化のために支援活動を11年際行ってきている。
未だに家父長制が邑濃く残るカンボジアにおいて、家父長制そのものが、ある種のジェンダーによる社
会構造を形成していることであり、女性の人権侵害の生起は十分に予想されてはいたが、これまで、その
実態に踏み込んで詳細を捉えるという機会はそう多くはなかった。
2008年12月6日より訪日までの10日間、佐賀県翼の会主鑓の「カンボジアに学ぶ一戦争と女性。国誌を貢
献活動の可能性研修に参加する機会を得たので、女性省および教育機関の調査し実態を捉えることに
した。
現在、経済復興著しいカンボジアではあるが、真の寵興のためには、子どもや女性の権利が保障され、
誰もが社会の一員として間喜多に教育を受け、社会参加ができるという男女共同参画社会の確立こそが、人
と入、閣と罰との「争ぃ」を閤避させることになる。カンボジア女性省の設霞[土、屈を挙げてのノーマラ
イゼーション社会の実現への歩みであり、留の施策の確実な実施を約束する叡り組みである。その具現化
を確認する対象として「カンボジア日本友好学園jを選定し、実態の把握に努めた。
実態調査の結果、以下の2点が浮き彫りにされた。
①政府のジェンダー是正への取り組みは、予想j:)、上の早さで進んで、おり、一定の進捗状況が見える。
②現場においては、「ジェンダ-Jの認識が進んでいない。
この矛盾した2点を克服するには、現場、特に地方に浸透しないジェンダー是正とそれへの対応を詳細
に捉えることが必要で、あり、 NPOによる教育支援ロ年自の支援課題として教脊支援活動の質の検討にも有
益であると考えられた。
1I.カンボジアにおけるジヱンダー是正の必要性
カンボジアにおける「男女共用参商社会づくりjの取組みは、 1991年、「パリ協定jによって内戦が終結
し、 1992年に国際連合カンボジア暫定機講 (UNTAC)が設立され、議会の憲法制定を経て、問年10月
別撤廃条約Jを批准した時からはじまったといえる。(表I-1 ) 
翌1993年に、政府は「女性問題事務局jを設置し、女性問題担当大詰を任命している。その後、女性事
務局は女性省に格上げされ、 1999年には「ジェンダ一平等推進5ヶ年計画」が策定され、 2004年には第2
次5カ年計調へと進展する。これは1995年開催された世界女性会議の「北京行動綱領Jをベースとしたも
のであった。
ジェンダ一平等推進5ヶ年計画が策定されたといっても、すぐに人々に浸透し、ジェンダーが解消され
るわけではなく、依然として課題は山積している。教育を受ける機会の制限や男女潤での不平等、 DV(ド
メステックバイオレンス， Domestic Violence)や、女性の性と生殖に関する権利の認知が進んで、いかない
ことなどが大きく問題視されている。また、女性は意思決定においても主要な役割を果たしておらず、経
i斉的地{立も低い。
カンボ、ジアでは今なお、経済開題は男性の問題であるという傾向が根強く、女性が生計を担うという考
え方はおろか経済活動をするという考え方も一殻fとしているとはいえない。従来どおり、女性は家庭内で
のみ家庭管理・運営を行うものという考え方が急濃く残っている。しかし、確実に女性の経済力は強化さ
れ、カンボジアの女性労働は、 tを帯収入の60%を産み出していることが境々話題となっている。ただし、
その収入は、家計収入の一部となり、食料購入(食事)、健康、教育など、家庭で必要不可欠な生活維持部
分に費やされている。
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表1I-1 カンボジアのジ工ンダー是正の取り組み
時麿 i平成 1 政府のジェンダー是正の取り組み
1992 4 差別撤廃条約
! 女性問題事務局成立
1993 tコ 男女平等を調う憲法制定
女性潤題控当大臣任命
1998 10 女性・退役箪入省、へ改組
1999 11 ジ、ヱンダ一平等推進5ヶ年計酷策定
2000 12 国家女性評議会
2002 14 貧困削減戦略計酪、ジ、ェンダー主i定化方針
2003 15 
ジェンダ一政策立案
制震強化支援計画プロジェクト
2004 16 
女性省へ改組
第2次ジ、エンダ一平等推進5ヶ年計画採択
17 DV法 (UNTAC法)の遵守
2006 18 
19 
20 
日本においても1985年の「男女雇用機会均等法」成立により「装別撤廃条約jの批准を行ったが、無業
の女性たちが性別格差問題に関心を持つようになるまでにはかなりの時聞を要した。 性別格差に注視し始
めたのは1994年の総理府に男女共向参間室が設置され、男女共同参間審議会、男女共河参調推進本部の取
り組み開始あたりからである。しかも、 1995年に北京で開催された第4居世界女性会議は、日本の女性た
ちにも、職業のあるなしに関わらず大きなインパクトを与えることとなり、多くの女性たちが「男女共関
参聞社会づくりjの構想、に着目したといってもよい。佐袈県では「性差Jを身近に意識しその是正が必要
であると地域の女性たちが意識するようになったのは、河年、「アパンセJに女性センターが開設されてか
らである。それをきっかけに、佐賀県の「女性企関室」は「男女共同参画室」となり、「女性問題jは女性
のみの視点ではなく、「男女共開参画の課題jへと移行し、ジェンダー是正の質的転換を留ってきた。アパ
ンセの女性センターの開設10年を経て、性差是正意識への取り組みへと変革し、その質が関われるように
なって来た。このように臼本の地方都市における意識の変容は20年以上の時間を要した。
佐賀県の変容を参考にしつつ、今回のカンボジアの現状を追ってみる。
軍.カンボジア「女性省jによる現状招謹に関する取り組み
カンボジア女性省への訪院は、 2008年12月9日(火)10: 00-12 : 00に行った。「佐賀県翼の会J12名の
訪開に対し、「女性省」倶IJは、コン・ジ、ユパン渇長以下スタッフ 9名による応対であった。
局長よるカンボジアの現状報告は以下のとおりである。
1.組織
本部「女性省」職員数257人(うち女性177人/69%)
地方24州都に「女性センターJ設置。職員数958人(うち女性812人/85%)
2. ジ、ェンダー是正に関する重点課題とその克服
女性省、では、現在、「女性の経済JI女性の人権JI女性の健康JI健康の教育Jの4つを重点課題として
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いる。
「女性の経済jに対する取り組みでは、①「基盤づくりのためのリーダー育成」として、全分野における
女性リーダーの育成、各24ナト|の男性州知事に対し、女性副知事-の配輩、村長レベルでは、小村において女
性村長が誕生(全体で4%) したが、今後、男女比3: 1を目標とし女性1)ーダーが30%を占めるよう政
策として取り組むことが、経済的自立を捉進させる基盤づくりになる。
「経済的自立」のために、 ]ICAの支援を受けての「技術前線j、国際基準に合った生産及び加工品づくり
と販売への挑戦を実施する。
「女性の人権Jの確立に対する取り組みとしては、① IDV等jの克服が優先課題であり、関連カンボジ
ア暫定統治機講 (UNTAC法)に基づく法の遵守、 2005年にDVi去の成立・施行、新「刑法Jを草案し、 2008
年の成立・施行に努めることとされている。女性の人権を侵害する深刻な問題であり、撲滅が急がれる岳
「人身売買・性的暴力等jの解消では、 2008年より法で人身売買・性的暴力等の取締りの強化を図り問題解
決にのり出すこととされた。
「女性の健康Jに関しては、①「乳幼児死亡率jの減少化へのあ(り総みが急務であり、現在、改善されて
きているとはいえ、出産10万対472の乳幼見死亡率という高い比率を低下させるために、地方・へき地・少
数民族集落では、出産時に病院に行かないという諜題の解消を図るとしている。
「鰭康の教育Jの課題で最大のものは II-IIV開題」である。コンドームを使わないため家族内感染が深刻
化(家庭内感染率42%) しているために、子どもの惑染率も35%と高いのが現実である。しかしこの対策
に致府は苦慮している。
4課題に共通することとして「女性の教青Jがあげられている。特に、「男女共河参画の習'讃・文化Jの
ために、「男女共開参i菌jの教育・指導の必要性があり、根強い役割分担意識を男性に学んで、欲しいが、決
め手となる施策はない。「教育のジェンダー格差の是正jも深刻で、あり、小学校の在籍状況は男女比がほぼ
同数であるものの、中学・高校と高学豆、化するに能って比率が著しく変わる。女子は「母親の手{云いjや
「金銭的課題jで、中高への就学卒が低くなる。カンボジアの文化や習慣と地方の文化というこ重の課題も
ある。経済的な理由による進学の沼難性や遠隔地通学からの課題を克服するために、男子は寺院等に居住
しながら学校に通うことができる。しかし-Jx子にはその道は聞かれていない。政府支援による地方行政府
が女子寮の設置や奨学金制度をつくり、生活費・学費の補助を行えば、貧困家経の子女も学べるようにな
るが、地方では未だその段階に達していない。
政府は、ジ、ェンダー是正を両親に訴えることとしているが、間親がジェンダー格差を理解したとしても、
貧国であるために教育については、男女どちらを優先するかとなると「娘より息子を教育したいjとする
考えは依然として根強い。しかしこれを変革しなければ真のジェンダー是正にはならない。
政府の施策の具現化については、向者から提供された報告書“AF AIR SHARE FOR WOMEN"の詳細
をみると、確実に変化の兆しは見えてきている。それは、「教育及び就業に関するジェンダーJに関しての
“A F AIR SHARE FOR WOMEN" CANBODIA GENDER ASSESMENT Apri12008"に見られる。
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f教育に対する女性のジェンダー意識j~1lI -1 
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(P7) Figure 1.3 "Is it better to educate sons than daughters ? 
調査年度 2000年及び2005年
対象者都市及び地方在住の15歳から49歳の女性
@i地方居住者J
⑦「教育を受けてない者J
⑧「小学校卒業者j
⑨「中学校以上の卒業者j
⑩「全対象者jである。
閣では、「女子よりも男子を教育した方がよいJと考える女性たちの割合は、 2000年(左の棒グラブ)
~2005年(右の棒グラブ)問に14%低下していることがわかる。
この傾向は、年齢が若いほど、地方より都市ほど、また就学期需が長いほど割合は高くなる。
変化の大きい留は、 í15~19歳J の女性 (27%) 、次いで「中学以上の教育J を受けた女性 (18%) であ
る。
年齢的に、高年齢の女性ほと令意識変化が小さいのは、インタビ、ューで、局長は「女子の、特に地方の女
子の教育を臨むものには貧しさがあるjことが関係している可能性が高い。家庭の中で女性が「娘を教育
したい」と考えたとしても、たくさんの子ども全員を学ばせることは困難であり、「娘より息子を優先させ
る」結果となり、加えて「文化や習慣上の問題Jがその決定を加速させていくことは十分考えられると語っ
カンボジアでも貧思率が高いとされるプレイベンナトiリング村に建設された「カンボジア自
た。
このことは、
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12004年『男女における労働形態と子どもの就学年数日
Figure 3.9: Average years of schooling by status in employme拭 andsex. 2004 
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Figure 3.9 
調査時期
対象者
本友好学閥j関係者の現場交流で、その実態調査によって確認することができた。
さらこれを裏付けることとして、「男女における労働形態と子どもの就学年数Jとの関係を示す資料も公
関されている。
1993年カンボジアが「男女共部参画J路糠を選択し、 10年を経過した2005年までに、図からは、女子(娘)
の就学年数が、家が「無報酬家族労働者jの場合2.8年、「自営業者J3.1年、「雇吊者J5.3年、「賃金雇用」
7.6年と、次第に年数が増えていることが確認される。男子(恵子)の場合は、「自営業者J4.4年と、「無
報震i家族労働者J5.5年が逆転しているが、「自営業者J7ι年、「賃金雇用J8.8年と、娘と息子にたiする就
学姿勢は最大2.7年の開きが認められる。
これらの2つの調査結果から憲議表れてはいないが、貴国と、カンボジアに根強く残る性に関する文化・
習慣との関連はあるということは推察される。
報告書では、門生相関と考え方J1経済における性差概況J1教育における性差相違J1性差と健康Jl'性差
とHIVJ 1女性に対する暴力と性搾取J1政治と公的な決定における性差J1公共機関および政治的背景にお
ける性差の主な流れjについて取り上げられている。なかでも基本的な「性相関と考え方jと「教育にお
ける性差相違Jの2つについて報告書中の、相関と考え方j及び「教育における性差棺違jからとらえ
ることカすできる。
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1. l'性相関jとしてのジェンダーの考え方
①現状
性の平等化の推進と、女性に権原を与えることを自標とする必要がある。かつて、性の不平等性は、出
来社会の特徴となっていたが、カンボジアの性差はf也の東南アジアの国々より、相対的に平等であるとさ
れている。しかし実際には必ずしも平等ではなかった。近時、自立した女性は、土地などの財産を所有し、
経済活動を行い家計の決定権をもつようになったものの、依然として課題は山積されている。
!日来の性相関は、女性を男性より低い地位に霞くことで社会の均衡を維持してきた。したがって、理想
的な男女の性役割、言動のあり方にロールモデルをつくり、|自来の女性と男性の行動規範を形成、維持し
てきた。それは、 iChbapSrey and Chbap ProsJのなかに具体的に記述されている。これらの規範によれ
ば、男性は家長としてのより高い地位を持ち、女性は夫への忠誠や夫の言いなりになることを強いるもの
となっている。今や大多数の女性たちは!日来の規範に左右されないようになってきているとはいえ、長期
的な性別役割の習墳に影響を受け、克服しがたい状況は続いている O
カンボジアでは、両親は女子より男子への教育投資に儒値があるとの克なし方によって、初等教育は性
なくかなり行き渡ってきたが、女子は男子より中等・高等教育を受ける機会が依然として少ない。両親
には性差の考え方が定着しており、高学歴による高収入が家計を助けるという伝統的試行パターンは崩れ
がたく教育投資に遣するのは男子であるという男子優先型が支配的である。
女性自身(母親)も2005年の「カンボジア人口統計と健康調査jによると、 45%の女性たちは娘よりは
息子に教脊する方がよいという領向を示している。日々 らしにおける家計のやりくりは主婦たちに任
されているが、大きな財産の売貨は夫たちが取り仕{切っている。女性が近年財産を持つようになってきて
いるとはいえ、運用についての発言権はまだまだ弱く男性が強い家計の決定権を有している。確実に変化
してきている女性の経済活動としては、女性の60%は単独または共陪で土地を所有し、 69%は単独または
共同で家を所有し、 50%は単独または共河で家畜を所有しているという数値である。単独で土地を所有し
ている女性は13%であり、その65%がだれの許可も得ずに売却できると考えているとされているものの、
経済・社会・政治活動への参加は抑制されているのが現状である。女性特有の伝統的な役割としては家事
や家族のために費やす時間の90%の負担という現実であり、実際18~60才の女性が終日家事に費やす時間
は男性0.3時間に対し女性3.3時間と圧鰐的に女性が男性より多い。
③性相関の新段階への移行化
女性たちの権利への認識が強くなってきていることが、多くのカンボジア人の揮で明らかとなってきて
いることは、政府や地方政府の主導も大きいがマスコミの報道によるところが大きい。
教育を受けた女性たちの社会進出も見られるとともに、経済復興による就業の場の拡大が賃金労働者と
して女性を活発に活動させる機会を創出し、賃金収入は経済基盤の変化をもたらし、その多少に関わらず
性相関に影響を及ぼし始めている。賃金を得る経済活動は、女性に対し自己の立場を見直すきっかけを作
り、その不合理性を賃金に皮映する労働の場で体感するからであると考えられる。また、結婚様式にも変
化の兆しが現れはじめ、伝統的なi日来型の結婚観である見合い婚から恋愛婚へと移りつつある。見合い結
婚の比率は43%から25%へと低下している。また、結婚に対する意患の表われと見ることができる現象が
離婚という形で顕在化してきている。カンボジアでは離婚が増加し始め、 2005年には、女性の3.1%、男性
の0.7%が離婚または離別しており、家庭崩壊が確実に進みつつある。
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③性の特権選守型の男性の今後
女性が徐々に社会的に活動する力をつけてきているなかで、カンボジアの男性は、依然としてギャンブ
ルや婚外性交渉、飲酒や薬物使用など、年齢や経済状況、都市部や地方に関係なく男性の間で多く見られ、
!日来型の行動するいわば特権遵守型の男性が多い。したがって放置すれば若い世代が!日来型男性集団への
参租となるため、家族や地域社会、特に女性にとっては怒念の援である。 I日来襲の特権道守型男性を変化
させる社会的な取り組みが枠組みが必要であるが、社会活動のリーダーシッブをとるのは男性であるため
に難しく、国策としてのジ、ェンダー是正策であっても政治的課題ともなる。留外からの経済投資が盛んに
なりつつあるカンボジアであることから、国内外の動向や故治的政策的な留外の係わり合いと整会性を
持って特権遵守型男性を変容させていくことは、カンボジアの発展を限害する大きな課題であるといえよ
つ。
カンボジア政府のCEDAW委員会は、直接的障接的な差別を禁じているカンボジアの諸法において、女
性に対ーする差別の種類や形態については特別な定義はされていなし'0委員会はまた根強い性別役割の固定
観念、特にChbabSreyに見られるようなカンボジア社会における女性差別を正当化し、女性の権利獲得や
男女間平等化を妨害する事項についてその是正が喫緊の課題であると述べ、政府の推奨政策として、①性
をなくす支援策のための法的枠組みを整舗する。②性差の解消のため、そのサポート範囲を広げること
を重点目標としている。
2. ジェンダーと教育
①現状
カンボジアでは、初等教育における女子の就学率が増加し、女性の教育を受ける機会が増加することに
より貧困からの脱出、性の平等性や経済成長が進展していく方向にある。それは、カンボジア社会の以下
のような実態から垣間見られる。まず、従来、@全ての時層において男子より女子の方が就学卒は低い。
②大多数の女性は不就学か初等教育=以下である。③低い学歴により女性の就業や生計を得る機会が少な
い。④母親の教育程度が子育てを規定し、それがこどもの健康状態、・生育状態に大きく係わる。⑤幼稚闘
への入閣は市Ij認されたままである。⑥幼稚閲への未入閣は女子の教育の機会を奪う結果となっている。⑦
初等教育ぐの卒業日での継続は2002年来女子において減少が目立ち、 6年次を終えるまでに生徒数は半減し
ている。③初等教育における性差は改善されたが依然目標には達していない。⑨中等教育へ進学する女子
は少ない。このような傾向が初等教育までに見られ、特に地方においては是正されがたい現状である。
さらに中等教育になると性差が知実に表れている。①中等教育における就学率と性差の平等化は目標に
達していない。②中等教育卒業までの継続就学率は、 2001年来、男女ともに減少し続けている。③男女格
差の中でこれまで定率であった女子の中高等教育への進学率は男子より高い傾向にある。@中高等教育で
の性差の平等性が改善されてきているのは裕福層においてである。また高等教育については、①高等教育
までの進学男女学生数は、近年飛躍的に増加しているものの性差問題や所得格差は依黙としてある。
職業・技術教育の部屈では①裁縫や織物、理髪といった女子の伝統的な技術を超えた職業訓練や技術教
育の機会は少ない。識字教育及び成人教育においても若年層では改善されてきたが依然として低し
で推移している。
②政府の推奨施策
カンボジア政府は、これらの性別格差を是正するために4つの指針を提示している。それは、①教育現
3 佐賀県災の会級+1]-;1: p.57-58 佐賀県立女性センター(アパンセ)平成21:(ド3FJ Jより政粋
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場への効果的かつ公平な伝達のための社会規範をつくる。②全ての教育レベルで導入の可能性や公平性を
拡大し続ける。③女性のための教育レベルのアッフ。と雇用の機会均等を推進する。③性差をなくす作業を
教育部門の政治施策、予算、管理の本涜に置き続ける、といった指針である。カンボジア政府および女性
省は、現在、由連の機関をはじめ、日本そのf也の悶々からの支援を受け、体制づくりを行っている。
そこで現場ーでは、その取り組みがどのように受け取られ、浸透しているのか地方におけるその実態をイ
ンタビューと調査により捉えることを試みた。
N. iカンボジア日本友野学関Jにおける「男女共同参蕗社会jに罷する実態誤査の結果
「カンボジア日本友好学罰Jの訪問は、 2008年12月10日はか-13日の期間に行った。
「男女共同参画社会jについての「日本語によるジェンダーかるた授業Jと、「ラウンドトークjによる
質的研究を中心とした。同校は、カンボジアでも貧国率の高い地方であるプレイベン川に設置されている0
1. iカンボジア臼本友好学関jにおける「ジェンダーかるた捜業Jの効果
訪問者による「ジエンダーかるたj授業は、高校生を対象に5クラスで、行った。一様に日
るばかりでなく、生徒たちのジェンダ一理解度は高いことが窺われた。
を理解す
“A F AIR SHARE FOR WOMEN" CANBODIA GENDER ASSESMENT April 2008"で報告された I1日
来の性相関は同時代の考え方や慣習を反映したものjに蒋られない若い世代が確実に育っているようであ
る。
2. iカンボジア日本友好学国Jの教師との「男女共同参商社会jに関する意見交換3
参加者:女性教陣2名・男性教師2名、訪問諦査者(女性) 3名、訪問諒査者(男性) 1名の計8名
友好学国側 :M先生 S先生 8孝士宮貝
翼ムの会側 : MY TY YM 
司 会 KY 通訳 :K
[3ラウンド(高等学校教育)に対する質問項目〕
①性差を感じたことがあるか。
②その時どうしたか。
MI先生
NS 
③ジ、エンダー解消の取り組みが始まっているが、性差を感じた場合どうするか。
M(女性) 毘者になりたかった。しかし女だから。
大学のあるプノンベンには行けないと思ってあきらめた。
S (女性): 1勉強して何になるjと雷われショックを受けた。料理には魅力を感じない。私は、考え方は
男性だと思う。勉強したいと思い続け、自分を信じ自力でやろうと決心した。取り組みはとてもうれし
い。平等がいいと思う。これから頑張る。
MI (男性) 性差を感じたことはなかった。今は、女性が進学するのは大変と感じる。妹は中 2でやめて
いる。義務教脊であっても国にはそれを保障する力がない。(家庭科)教育はある。しかし技術者と設
備はない。いま感動している O
B (男性):習 4讃・伝統で縛られ、地位が低すぎる。公務員は賃金格差はないが、会社はある。しかし変わ
りつつある。女性が立候手書すると箆位になってきている。妻には性差を感じさせないようにしたい。こ
の考えを広げていく。
YM (女性):女は家事・男は仕事と、父に厳しく続けられた。駿けは時には暴力になる。銀行で動いて賃
にびっくりし、格差を痛感した。資格があれば同じ条件で働けると考え、複数の資格寂得に挑戦、
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いまとても役立っている。
NS (女性)・添乗員をしているが、性差を感じたのは、危険な在務に就く際に男性と変更になった時で、そ
の時はじめて性差を意識した。また逆に女性にしかできない仕事(伊豆の踊り子役)もある。普段は感
じることはない。
MY (女性):性差のある社会を受け入れてきた。自分にも性差があった。しかし、働く人が自分(女性)
で決め、自分で行動することに魅力を感じていた。でも、経験がなかったことで、自分自身、社会に出
る勇気がなかった。社会活動をするようになり、それがボランティア活動であっても役都と責在があり、
それも仕事なのだと知った。
TY (男性)・現役時代、同一労働、同一賃金がいいと思った。しかし4，000人 (5，000人中)が女性の職場
で、会社は女性でもっていたが男性はあぐらをかいていた。 1993年、指導者として中国に派遣された。
しかし実際には「縫製Jを指導する仕事なので、男性が行っても役立たないことがあった。会社と闘い、
45人中25人の女性を指導者として派遣できた。ただ「覚悟するj部分で進まないことがある。逆に、病
後「食改善グループjに入ったが、 165人中、男性は 1人で、「何しに来た?Jという日で見られた。「佐
賀県翼の会Jでの先進例などを学び、参考にしながら -意見をし、次第に聞いてもらえるようになっ
た。
〔会場からの質問及びパネリストの返答〕
訪問調査者:カンボジアでも、これから子どもへの教育は進むだろうが、保護者への教育や意識付けはど
うなると考えるか。
教 師:荷親の考え方、習慣は根強い。両親は(農業が)忙しくて大変。しかし友好学障は、親が学校に
来ることを働きかけている。応じる親も少なくない。 地校では、まだその段階ではなく、全く行われて
いない。教育できる可能性は高い。
訪問調査者-女性jぎでは性差是正に積極的に戟り組んでいる。これまでに何か働きかけ(講習会や講演会、
研修会など)があったか。
教 師(男性):教師に対するゼミ研修等は一度も行われていない。ポスターが届いただけ。
もっと情報がほししミ。勉強したい。
3. r男女共同参画社会jのポスターの意義
友好学閣の高等学校及び中学校の廊下には「男女共開参画J推進ポスターが貼られ、男女共同参画を津
に意識できる工夫がされている。これは、女性省が、ジェンダー教育の一環として作成し、広報に努め
ているもので、地方の学校においても記布され、女性者の取り緩みの浸透度が確認できた。
このポスターは「幸福な家族jと題し、カンボジアにおいて、男女共同参画jを家庭の中で具現化した
姿である。
1 )中央の絵:rHappy Family (幸福な家族)J
2)左上の絵 食器を洗う父親と、乳児にお乳を飲ませる母親
3)左下の絵:買い物をする男性と女性
4)右上の絵:洗濯をする女性と、洗濯物を干す男性
5)右下の絵:I苦簡で印剖物を読み、情報を共有し、話し合う家族
以上の内容が絵でで、結介され、メイン題呂に
ル諾とのf併芹言記己となつている。
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4.訪問調査による男女共需参画(ジェンダー是正)の考察
女性省の施策は、訪問した学校の生徒の反応、や、教師たちの発言から、遅々たる歩みではあるがジェン
ダー是正への取り組みを受け入れる土壌は確実に育ってきていることが確認できた。
事例1: KS 
KSは、同校を卒業し、大都市の大学に進学、その間に日本への1年間留学の経験を持つカンボジアの大
学生としては、恵まれた環境を獲得したものという要因も働くのではないかと考えられる。
-かるたを翻訳し、授業で、通訳をつとめたが、翻訳・通訳を行った4人の大学生が最も性差の存在と格差
是正の本質を理解したかもしれない。
-母や妹を大事にしたい。自分が大学に行くために、妹は犠牲になった。一生商倒をみたい。
事例2:教師M
-性差を感じたことはなかった。今は女性が進学するのは大変なのだと感じる 0
・妹は中2でやめている。義務教育であっても間にはそれを保障する力がない。
-家庭・技術を教えているが、教育体制は整ってきているが、技術者と設構はない0
・この話し合いに参加し、いま感動している。
事例3:複数の教師・友好学園は、親に「学校に来るjことを鈎きかけている。 a、じる親も少なくない。
f也校は、まだその段措にはなく全く行われていない。 で、ジェンダー教育が行える可能性は高い。
事例4:男性教師
-女性省が取り組んで、いる に対する働きかけ(講習会や講演会、研修会など)は一度も行われて
いない。ホ。スターが属いただけである。
以上が、カンボジア日本友女子学屈におけるジェンダーに関する実態を事慨によって見た。女性省の「国
民への浸透が容易に進んでいかないことJの実態は、ラウンドトーク及び事例から見られるようにある程
度把握することができた。またポスターの配布と校舎の掲示までは実行されているが、その内容が必ずし
も具体的な性差の告発と、是正への広報につながっていないことが明確になった。しかし、ポスターを呂
常的に身近で、見ることによってジェンダーを考える素地を作ることにはなっていくであろう。
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図ν-2 ラウンドトークの光景
表V-1 カンボジア日本家好学園における欝査対象者
友好守主協lの生徒数(調査対象者数) (人)
さ宇 中学生il守 高校生 IfJi校生計
学年 I7 'F~j三 。/O I 8 ijo生 % I 9'ド生 。?6 1:1:徒会主 0ノとり 川 %!5悦 % 
労子生徒 104 63.80 117 67.241 100 70.42 321 67.01 出 175.321必 69悦
女子生徒 59 36.20 57 42 29.58 158 32.99 38 24.68 
1仁~、ミiさîl企 163 100.00 174 142 100.00 479 100.00 154 100.00 633 1100.00 
調子f:1f~'期 2002O!'.1月
5.女子生徒就学率向上に見るカンボジアの男女共詞参罰社会への道4
カンボジア教育支援ブロム佐賀は、 2002年内学校建設と日本語教師派遣事業jを通してフロム佐賀とリ
ング村の女性は変わったかりの調査活動を行った。その分析結果から、いくつかの男女共両参画社会に
つながる結果が得られた。
同探査は、支援により初めて、高校 1年生が入学した年に、中学生 1・2・3年生と高校 1年生633名を
対象にした調査である。それによると、明らかに開校当時より、年々男女比が縮まっていることが分かる。
高校 1年生(10年生)というのは友好学調最初の入学生である。当持中学校に入学してきた生徒数は274
名であるが、残念ながらその男女比の記録はない。しかしその数が卒業時には184名 (67%)に減少してお
り、 90名 (33%)が中学校の学業を続けることができず退学している。学業を続けることがいかに悶難で
あるかを物語る数字である。内、その調査に参加した生徒は男子116名、女子生徒数指名となっている。男
女比75:おとなっている。友好学鴎鴎校以来はじめての調査活動であったため、その時になってはじめて
男女の数を把握したということである。余談ながら退学者数という点では、本学年の卒業生数が124名で
あることが分かつていて、この時点からさらに30名の生徒が学校を辞めている。
また、中学生7・8・9年生の男女比には明らかに変化が見える。 9年生では男女比が7:3であるが、
2年生では67:33となり、 7年生では4: 3となっており、女性の就学率が高まっている。「娘を学校に通
わせたいjとする殺が増えている可能性を示す数字となっている。
また、 2008年「カンボジアに学ぶ一戦争と女性、臨際貢献活動の可能性-J研修特にも、中学校と高校
の在校生数を対象とする調査を実施した。 2002年調査ほど詳細な内容ではないが、中・高校の生徒数と男
1 2002ir 円学校建設と日本語教師派泣事業j 報告f:~H'
女よじが比較できる。
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表V-2 カンボジア日本友好学園への就学状況
% 
59.71 
40.29 
100.00 
% 
68.81 
31.19 
100.0。
200811三1月現干t
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2008年時点の男女比は、中学校全体で6:4、高校全体ではア :3である。はじめて女性の比率が4割
を超えていることが確認できた。カンボジア女性の格差是正の取り組みと、友好学闘の「男子生徒就学数j
及び「女子生従就学数Jの差異の減少を、すぐに「娘より息子を教育する方がいしづとする意識変化と結
び付けることは危険である。しかし、全く根拠のない話であるとも言い切れないところがあり、カンボジ
のジェンダ一政策が徐々に浸透している可能性を否定できない以上、今後の女子生徒の在籍率を注目し続
ける必要があり、一方で、、女性省の取り組みについても着目する必要がありそうである。
さらに2002年調査では、「友好学関jに入学して「あなたの将来に対する考え方に変化がありましたかJ
の質問に、 90%の生徒が「はいjと答えている。「卒業後、進学したいと考えていますかJについても、「考
えていない」生徒は10%弱に留まり、 90%以上が高校、教員養成学校、専門学校、大学への進学を願って
いる。開様の質問を家族(母:親)に龍いているが、女の子の進学について、回答者の40%が「大学jへの
進学を頼っている。また子どもを友好学園に通わせるようになり、「学校jに対する考えに変化が生じた母:
親は99%にもより、教育の重要性を感じていることがわかる。
これらのことから、政府の教育効果が、実体験を通してその効果が増大されることをうかがえる。
友好学留の教育に殺り組む姿勢、奨学金の創設、大学進学に対する可能性の場大などが、男女の在籍上ヒ
どうかかわっているか、今後の調査を待たなければならないが、 2009if三6月には、奨学金を受けた者
で大学を卒業する学生、家族、そして彼らを教育した教師たちに、その結果をどう評価するかのアンケー
ト調査及びインタビュー調査を行う予定である。
その結果次第では、フロム佐賀と学校が協議し運営に当たってきたことと、女子就学卒向上との関係が
さらに明確化するものとなろう。
V.結論
故府の動きと地方における現場の実態をインタビューと実態調査によって捉えることができた。とりわ
け政府女性省が発行した報告書の内容は、 20数年に亘る内戦の傷跡と国民が負わなければならなかった負
の遺産を色濃く残す内容となっており、また平和を取り戻してからの17年の歳月で到達しなければならな
い目標の高さ・大きさ、~難さを如実に物語るものとなっている。
女性省の設置とともに女性の活動が期待されるが、ジェンダー格差是正は加速されるとは考えられるが、
短時間での是正は悶難であろうことが予想される。また、女性省のスタッフが、個人や家庭、地域、職場
などにおいて、理想と現実の狭間で苦悩しながら活動を展開する姿は、真のジェンダー是正へのを一歩で
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あるということも十分に理!拝する必要がある。
政府の取り組みを境問見ながら、真のジェンダー是正は教育からであるということを調査によっても明
らかにした。カンボジア教育支援フロム佐賀は、カンボ、ジア日本友好学関という日本の支援による学校現
場で、その支援者、現地理事会、及び女性省と連携を密にし、丁寧な「男女共同参覇社会Jづくりへの殺
り組みをしていくことが可能で、ある。教育的な今後の取り組みとしては、
1.女性省スタッフの「男女共同参聞社会j推進プログラムのための講演要請
2，フロム佐賀と専門家による、生徒や教師へのジェンダー是正のためのワークショップ
3 友好学園教師への、日本とカンボジア双方による「ジェンダー研修Jの実施.
4，カンボジア日本大使館「草の根ODAJで建設された「図書舘jの活用事業開始
①生徒の家族へのジエンダー教育
②村人へのジ、エンダー教育
等の実践活動であろう。これまで、培ってきた授業支援の経験や、交流経験を十分活用すれば、教育現場
において、現地理事会や教師たちとの共同によりジェンダー是正活動は進展するであろう。
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